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今月の表紙
北海道開拓の礎となった囚徒たちの歴史
博物館網走監獄
明治時代から使用されていた旧網走刑務所
の主要建築物を移築、復原して保存公開し
ている、日本で唯一の歴史博物館。明治初
期、南下政策をとるロシアの脅威に備えるた
め北海道開拓は急務でした。そこで考え出さ
れたのが、増加する囚人を北海道に集め労
働力として使うことでした。樺戸、空知、釧
路に次々と集治監（監獄）を設置。網走刑
務所は釧路の分監で、当初「網走囚徒外役
所」と呼ばれ、道央とオホーツク沿岸を結
ぶ北海道中央道路の開削工事を担いました。
厳しい自然の中、工事は昼夜兼行で行われ、
多くの犠牲者を出しました。博物館では刑務
所の歴史とともに、こうした北海道開拓の礎
になった囚徒たちの物語も紹介しています。
明治45年に建造された獄舎「五翼放射状平
屋舎房」は、現存する刑務所施設としては
日本最古。館内の旧二見ヶ岡農場食堂棟と
番外地食堂では期間限定で、現在の網走刑
務所の食事メニューを再現した「監獄食」を
味わえます。JR網走駅からバスかタクシーで
約10分。詳細は博物館網走監獄0152-45-
2411まで。
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